
 

ＪＲ連合ＮＥＷＳ 

～２０２５春闘～ 
Ｎｏ． １ 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

２０２５年 ２月 ６日 日本鉄道労働組合連合会 
 

ＪＲ連合は２月４日、大阪市内で第 37 回中央委員会を開催し、「定期昇給相当分の確保」「月例賃

金総額１８，０００円（６％）以上の引き上げ」 「統一ベア要求１２，０００円（４％）以上」「柔軟な働き方の

推進」などを軸とする２０２５春季生活闘争方針を決定した。 

２０２５春季生活闘争は、「賃金も物価も上がらない」というノルム（社会的規範）を変えること

で個人消費の拡大を図り、賃金と物価の好循環につなげ、新たなステージを定着させるための重要

な取り組みである。ＪＲ連合も社会を支える一員としてその一翼を担う必要があり、動き始めた賃

上げの潮流にしっかりと乗り込むことが求められている。 

人財の確保・定着は、引き続きＪＲ産業の最大の課題であり、２０２５春闘を通じて課題解決を図

り、ＪＲ産業を安定的に発展させなくてはならない。そのために、社会水準を強く意識した賃上げや

労働条件の改善、多様化・個別化する労働者のニーズに対する柔軟な対応、あらゆる人財への投資の

実現、ＪＲグループ全体で生み出した付加価値の適正分配による産業内格差の是正が急務である。 

また、春季生活闘争は、職場討議や労使協議を活用し、組織強化・拡大や労使関係の充実を図る

絶好の機会でもある。集団的労使関係のあり方も論点となっている労働基準法改正の動向も意識し

ながら、労働組合の存在意義を高め、ＪＲ関係労働者のＪＲ連合への総結集に向けて、全加盟単組が

ＯＮＥ ＴＥＡＭとなって全力で取り組んでいく。 

２０２５春季生活闘争スローガン 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

＜賃上げ要求＞ 

１．定期昇給およびベースアップ等の改善原資 

月例賃金総額１８，０００円（月例賃金総額の６％）以上 

内 
 
 

訳 

(1) 定期昇給 

 ① 定期昇給制度が確立されている単組 

  1) 年度初における定期昇給の完全実施 

  2) 定期昇給額が僅少である場合は、制度改善を併せて要求 

 ② 定期昇給制度が確立されていない単組 

  1) 定期昇給制度の確立 

  2) 定期昇給相当分として、6,000 円（月例賃金総額の 2%）の確実な確保を要求 

(2) ベースアップ 

 ① 統一ベア要求は１２，０００円（月例賃金総額の４％）以上 

 ② 各単組は、産業内格差是正等の観点から積極的な上積みを検討するなど、それぞ

れの実態に応じて要求額を設定 

２．要求方式 

平均賃上げ方式と個別賃上げ方式の併用 

３．総合生活改善要求 

手当偏重型の賃金制度改善、柔軟な働き方の推進、女性活躍推進、格差是正などの観点から、

単組の実情に応じて要求を設定 
    


